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また､祖父母との同居は､第４表のように､同居が１６４名(25.9％)､なしが４６８名(74.1％）
である。介護を必要としている人が身近にいるかの有無には、第５表のように、いるもの
が１０７名（16.9％）、いないものが５２５名（83.1％）である。
(2)介護に関する意識
介護に関する意識の問いを１２問用意し、問いに対して、「４．強く思う」「３．思う」
「２．あまり思わない」「１．まったく思わない」の４段階で回答してもらった結果、第
６表のようになった。

上/実数

1）「高齢社会に関心がある」の問いには、関心があると答えたものが約半数の52.8％であ
った。

2)｢祖父母に介護が必要となったら介護をしたい」の問いには､そう思うものは67.7％で、
「父母に介護が必要となったら介護をしたい」は82.7％であった。介護により近い祖父
母の方が１５．０ポイント少ない。

3）「家族の介護は、家族が行うのがよい」の問いでは、そう思うものが75.2％で、「介護
士に頼みたい」は43.9％、「家族と介護士とで行うのがよい」は77.7％であった。介護
には、専門職の世話だけでなく家族も参加した方がよいと考えるものが多かった。

4）自分に置き換えた問いの「自分が介護が必要になったら家族に世話して欲しい」と思う
ものは56.8％、「介護士に世話して欲しい」は44.7％、「家族と介護士に世話して欲し
い｣は57.3％であった｡家族の介護と比べ､自分の介護では家族にして欲しいものは１８．４
ポイント少なく、家族と介護士には２０．４ポイント少ない。介護士に世話してほしいが
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質 問 強く思う
４

思う
３

あまり思わ
ない

２

まったく思わ
ない

１
平均
値
標準
偏差

１高齢社会に関心がある ５７
９．０

277
43.8

251
39.7

４７
７．４ 2.54 0.76

２祖父母に介護が必要となったら
介護をしたい

�


�


��

�Ì

�


�


307
48.6

1６７
26.4

37
5.9 2.81 0.81

３父母に介護が必要となったら介護
をしたい

208
32.9

315
49.8

8８
1３．９

2１
3.3 3.12 0.77

４家族の介護は家族が行うのがよい 1４８
23.4

327
51.8

1３９
2２

1８
2.8 2.96 0.75

５家族の介護は介護士に頼みたい 42
6.6

236
37.3

312
49.4

42
6.6 2.44 0.72

６家族の介護は家族と介護士で行う
のがよい

1６７
26.4

324
51.3

1１５
１８．２

26
4.1 3.00 ０.７８

７自分が介護が必要になったら家族
に世話して欲しい

1１８
１８．７

�


�


��

��

��

��

1９６
3１

7７
1２．２ 2.63 0.92

８自分が介護が必要になったら介護
士に世話して欲しい

３７
５．９

245
38.8

277
43.8

7３
1１．６ 2.39 ０.７７

９自分が介護が必要になったら家族
と介護士で世話して欲しい

9８
1５．５

264
41.8

211
33.4

59
9.3 2.63 0.85

1０ 介護の仕事は重要である 310
49.1

287
45.4

２６
４．１

９
1.4 3.42 0.64

1１ 介護の仕事に就きたい 1９
3.0

7４
1１．７

275
43.5

264
41.8 1.76 0.77

1２ 中学や高校で介護を学びたい ４０
６．３

1４５
22.9

260
41.1

1８７
29.6 2.06 0.88
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「家族で介護の話をすることがある」「介護に関心がある」「中学で老人ホームに行っ
たことがある」「高校で老人ホームに行ったことがある」「中学で介護を学んだ」「高校
で介護を学んだ」の項目をクロス集計し、カイニ乗検定を行った。結果、第８表のように
なった。
1）性別と１２問をクロス集計し、カイニ乗検定した結果、有意差が認められたものが１０
問、認められなかったのもが２問であった。有意に差のあった問いはすべて女子がそう
思うと答えたものが多かった。「家族の介護は介護士に頼みたい」と「自分に介護が必
要になったら介護士に世話して欲しい」の２問が男女差は認められなかった。「中学・
高校で介護を学びたい」と強く思う男子は１００名中誰もいなかった。

2）祖父母と同居の有無とでは、「家族の介護は家族と介護士で行うのがよい」だけが有意
差が認められた。同居しているものより同居していないものの方が多かった。

3）「父母に介護が必要になったら介護したい」と考えるのは、身近に介護を必要とする人
がいないものの方が多く、「家族の介護は家族と介護士で行うのがよい」「自分に介護
が必要になったら家族と介護士で世話してほしい」「介護の仕事は重要」については、
身近に介護を必要としている人がいるものの方が多かった。身近で介護を見ると、専門
職の助けが重要なことに気づくのだろう。

4）家族で介護の話をすることのあるものと介護に関心があるもので有意差が認められた
，０問は、性別で有意差が認められた’０問と同じ項目であった。そこで、性別と「家族
で介護の話の有無」、「介護に関心があるの有無」をクロス集計し、カイニ乗検定を行
った結果、「家族で介護の話の有無」ではX2値=8.418で、5%水準で有意差が認めら
れ、「介護に関心があるの有無」では、X2値=34.865で、0.1%水準で有意差が認めら
れた。男子より女子が、家族で介護の話をするものが多く、介護に関心のあるものが多
いというである。「家族の介護は介護士に頼みたい」「自分に介護が必要になったら介
護士に世話してほしい」の２項目が有意差が認められなかった。

問１ 問 ２ 問 ３ 問 ４ 問 ５ 問 ６ 問 ７ 問 ８ 問 ９ 問 １ ０ 間 １ １ 問 1 ２

性月'１
祖又母と同居の有無
身 近 1 - 要 介 護 者 の 有 無 ＊ ＊ * ＊ ＊
家 族 て 介 護 の 舌 の 有 無 ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊
介 謹 1 - 関 Ｌ が あ る の 有 無 ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊ ＊ * ＊
中 学 て 老 人 十 一 ム に 打 つ ナ の 有 無 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ * ＊
高枝て老人十一ム1-何つナの有無＊
中 学 て 介 護 学 習 の 有 無 ＊ ＊
富枝て介護学習の有無
* * * p < 0 . 0 0 1 * * p <O . 0 1 * p <O . 0 5

5）中学で老人ホームに行ったことのあるものは、「高齢社会に関心がある」「祖父母に介
護が必要になったら介護したい」「父母に介護が必要になったら介護したい」「介護の
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仕事は重要である」と思うものが多く、高校で行ったものは、「高齢社会に関心がある」
「介護の仕事に就きたい」「中学・高校で介護を学びたい」と思うものが多かった。

6）中学で介護を学んだものは、「高齢社会に関心がある」「祖父母に介護が必要になった
ら介護したい」「自分に介護が必要になったら家族に世話して欲しい」「介護の仕事は
重要である」「介護の仕事に就きたい」「中学・高校で介護を学びたい」と思うものが
多く、高校で学んだものは、「介護の仕事に就きたい」「中学・高校で介護を学びたい」
と思うものが多かった。

４．考察・課題
（１）現在、高齢化率は２１％を超え、人口の５人に一人は６５歳以上の高齢者となり、わ
が国は超高齢社会に突入した。毎日、年金問題や介護問題、孤独死、虐待等、高齢者に関
する報道のない日がないのだが、高齢社会に関心を持っている高校生は52.8％で約半数で
あった。祖父母とは４人に一人が同居であるが、高校生の祖父母はまだ６０～７０歳代と考
えられ、元気高齢者が多いためなのか、今回の調査では同居の有無と高齢社会に対しての
関心の高さとは関係ないことがわかった。また、身近に要介護の人がいる高校生は約６人
に一人いたが、介護に関わってないためか、要介護者の有無と高齢社会に対する関心の高
さも関係ないとわかった。
９年前の１９９８年に実施された兵庫県の高校９校５１１人の調査3)では64.9％のものが｢高

齢社会に関心がある」と答えているのと比較すると、１２．１ポイント下がったことになる。
地域差もあるだろうが､高齢化は上昇しているが､関心は下がっているということになり、
高齢者や社会に関心が向かない高校生が増えているとも考えられる。
高齢社会に関心があるものは、男子より女子が多く、介護に関心があり、家族で介護の

話をするものであった。そして、中学や高校で老人ホームに行ったことがあり、中学で介
護を学んだものの方が多い。高校生に現在の高齢社会に関心を向けさせるには、中学や高
校で老人ホームの見学や介護学習を行い、家庭で話し合うような内容を学ばせることが効
果があるのではないかと考える。
（２）家族介護について、高校生は祖父母の介護を67.7％が、父母の介護を82.7％が行い
たいと答えている。また、介護は家族が行うのがよいと答えたのは75.2％、介護士に頼み
たいは43.9％、家族と介護士と答えたのは77.7％であった。
祖父母と同居している生徒と、身近に要介護者がいる生徒双方とも、介護は「家族の介

護は、家族と介護しで行うほうがよい」と思うものの方が多かった。身近に高齢者や要介
護者のいるものは、普段から高齢者と関わり、介護を見ることで、家族だけの介護は無理
があり、専門家の手助けが必要なことを感じるのであろう。
祖父母と同居しているもので介護を学びたいと思うものは28.7％おり、要介護者が身近
にいるもので介護を学びたいものが33.6％で､全体でも学びたいと思うものが29.2％いる。
介護はまだまだ先のことと考えているのか、祖父母や父母の介護を行いたいと考えてはい
るが、中学や高校で学びたいと考えるものは少ない。特に、男子は学びたいと強く思うも
のはゼロである。しかし、約３害'lであるが学習希望者がいて、家庭での介護学習・体験が
難しいと考えられる現在､学校教育で介護の学習機会を作ることは意味あることと考える。
突発的に家族に介護が必要になったとき、介護の知識と技術を身につけていることが不安
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ろうか。男子で中学や高校で介護を強く学びたいと思うものは１人もいない。自分の祖父
母や父母が、また、結婚したあとで配偶者などが介護を必要とするようになったら誰が介
護を担うと考えているのだろうか。
高齢者虐待の現状をみると、家庭内では男性から女性に対するものが多く、介護の知識

不足も関係していると考えられるものが多い。家庭で介護体験する機会の少なくなった現
在、学校教育での介護教育は意味あるものと考える。
（６）今回の調査は、対象が高校１年生が多く調査時期が６月であったので、中学のことだ
けでみてみると、中学で老人ホームに行ったことがあるのは57.6％、介護を学んだのは
42.4％であった。このことは、約半数の生徒は学んでおり、約半数の生徒は学ぶ機会をも
たなかったということである。老人ホームを見学することや介護の学習は、人間が成長し
その終わりの時期があるという生涯発達の学びとなる。最近、受験と関係ない科目を教え
ない高校が全国的に多数あったと報道された。介護の学習は受験とまったく関係ないが、
共に生きていくための力となる学習の一つと考える。

５．おわりに
本研究では、高等学校３校の高校生の介護意識調査から中等教育での介護学習の必要性
を考察した。本来であれば、地域をより広範にした調査を行い、また、中学校や高等学校
で実際に行われている介護に関する授業内容も調査し、それと一緒に考察する必要があっ
た。今後は、さらに調査研究の精度を向上させていくことが課題である。
アンケート調査に協力いただいた小出先生、猪股先生、多くのアドバイスをいただいた

文教大学名誉教授の稲越先生、又、回答をいただいた高校生にこころからお礼を述べたい
と思います。
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